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こ
こ
数
年
、
開
発
の
激
化
に
倖
い
多
く
の
緊
急

調
査
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る

賑
い
は
「
考
古
学
ブ

l
ム
」
と
呼
ば
れ
、
考
古
学

の
持
つ
「
徽
臭
さ
」
と
「
年
寄
り
じ
み
た
趣
味
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
感
さ
え
あ
る
。
し

か
し
、
外
見
的
な
華
や
か
さ
の
中
で
、
こ
の
よ
う

な
状
況
へ
の
批
判
と
反
省
と
も
号
守
え
る
地
道
な
調

〔
注
一
)

査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
事
は
望
ま
し
い

事
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
遺
跡
・
遺
物
の
共
通
資
料

化
、
そ
し
て
よ
り
地
に
足
を
つ
け
た
地
域
研
究
こ

そ
考
古
学
の
基
礎
的
な
作
業
に
他
な
ら
ず
、
か
つ

ま
た
、
福
井
県
に
お
い
て
は
当
面
の
課
題
で
あ
る

中
司

六
呂
瀬
山
古
墳
と
そ
の
陪
塚
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と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
乙
乙
に
六
巴
瀬
山
古
墳
及
び
陪
塚
の
踏
査
報

告
を
行
っ
て
、
資
料
の
よ
り
一
一
層
の
充
実
化
を
は

か
り
、
ま
た
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

E 
九
頭
龍
川
右
岸
、
上
久
米
国
よ
り
野
中
山
王
を

経
て
山
崎
三
ケ
に
至
る
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
以
下

の
山
地
に
は
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
。
最

近
の
ゴ
ル
フ
場
造
成
に
伴
う
分
布
調
査
に
お
い
て

(
注
二
)

も
八
十
九
基
あ
ま
り
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

れ
に
久
米
田
古
墳
群
な
ど
を
加
え
る
と
、
そ
の
総

数
は
百
三
基
あ
ま
り
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は

九
頭
龍
川
右
岸
の
自
然
堤
防
帯
を
基
盤
と
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
今
、
こ
の
古
墳
群
を
丸
岡
古
墳

群
と
仮
称
し
討
一
市
く
。
当
古
墳
群
は
対
岸
の
広
義

の
松
岡
古
墳
群
と
対
照
的
な
存
在
で
あ
り
、
平
野

(
注
四
)

に
最
も
突
出
し
た
山
王
山
に
は
原
白
山
同
様
の
墳

墓
群
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
沖
積
地
に
立
地
し
た

御
野
山
か
ら
は
舟
形
石
棺
も
出
土
し
て
河
口
針
。

今
回
報
告
す
る
大
呂
瀬
山
古
墳
群
は
、
丸
岡
古

墳
群
内
の
東
端
部
の
最
も
高
所
に
存
在
す
る
。
六

呂
瀬
山
は
六
呂
瀬
部
落
の
背
後
に
あ
り
、
急
峻
な

一~

六呂NiulJ古墳
( 1号)

六呂瀬山古墳群分布見取図{ドットはフキ石)第2図
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斜
面
を
な
す
標
高
百
九
十
七
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ

る
。
そ
の
山
よ
か
ら
は
坂
井
平
野
の
み
な
ら
ず
日

本
海
ま
で
遠
望
で
き
、
河
を
挟
ん
で
ほ
ぼ
真
南
に

全
長
百
二
十
八
メ
ー
ト
ル
、
県
内
屈
指
の
規
模
を

(
注
六
U

持
つ
手
繰
城
山
古
墳
(
松
岡
三
号
墳
)
を
臨
む
。

踏
査
の
結
果
、
山
頂
に
南
西
に
向
く
前
方
後
円

墳
一
基
、
そ
れ
に
接
し
て
東
側
に
方
墳
一
基
、
西

に
や
や
離
れ
て
大
形
の
円
墳
一
基
、
方
墳
二
基
の

計
五
基
の
古
墳
を
確
認
し
た
。
乙
れ
ら
を
順
次
一

t
五
号
墳
と
名
づ
け
、
そ
の
分
布
状
況
を
示
し
た

見
取
図
が
第
二
図
で
あ
る
。

六
呂
瀬
山
上
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
田

三
平
氏
に
よ
り
叶
六
百
瀬
山
古
墳
」
と
し
て
報
告

(

注

七

〉

(

注

八

)

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
鳴
鹿
村
誌
に
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
埴
輸
の
出
土
す
る
事
が
附
近
の

人
々
の
聞
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
上
田
氏
は
こ
の

古
墳
の
種
々
な
特
徴
に
着
目
し
な
が
ら
も
、
城
塞

が
存
在
し
た
と
の
伝
説
か
ら
正
確
な
把
握
を
誤
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
調
査
年
代
や
墳
正

規
模
の
大
き
い
点
か
ら
観
る
と
仕
方
の
な
い
事
で

あ
ろ
う
。
報
文
中
に
埴
輸
の
出
土
す
る
事
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
上
田
氏
に
よ
る
斜
計
を
生
か
し
、

ま
た
認
識
番
号
名
に
よ
る
不
明
確
さ
を
避
け
る
意

中
司

六
呂
福
山
古
墳
と
そ
ゐ
陪
塚

J 

味
か
ら
も
、
前
方
後
円
墳
〈
一
号
墳
)
を
六
呂
瀬

山
古
墳
、
方
墳
〈
二
号
墳
V

を
同
培
塚
と
呼
称

し
、
乙
の
ニ
基
を
中
心
に
報
告
す
る
。

E 
六
日
瀬
山
古
墳
の
略
測
値
は
次
の
と
お
り
で
あ

る。
墳
正
主
軸
長
約
百
四
十
七
メ
ー
ト
ル

後

円

部

径

約

八

十

五

メ

ー

ト

ル

同

頂

部

径

約

三

十

三

メ

ー

ト

ル

同

高

約

十

四

メ

ー

ト

ル

く
び
れ
部
幅
約
三
十
九
メ
ー
ト
ル

前

方

部

長

約

六

十

二

メ

ー

ト

ル

同

幅

約

四

十

五

メ

ー

ト

ル

岡

高

約

十

二

メ

ー

ト

ル

へ
注
十
)

従
来
の
測
定
値
は
、
前
方
部
裾
に
平
坦
面
が
見

ら
れ
ず
、
急
勾
配
で
下
降
す
る
地
形
に
よ
る
誤
認

で
あ
り
、
北
陸
地
方
最
大
の
も
の
と
な
る
。

墳
形
に
つ
い
て
は
、
後
円
部
後
方
が
直
線
的
で

あ
り
、
か
っ
、
山
林
の
繁
茂
し
て
い
る
事
か
ら
正

確
は
期
し
難
く
、
前
方
後
方
墳
の
疑
い
も
な
い
で

は
な
い
。
し
か
し
、
乙
の
古
墳
の
視
覚
的
な
正
面

と
な
っ
て
い
る
西
側
面
に
お
い
て
、
円
形
を
呈
し

て
い
る
。
よ
っ
て
、
前
方
後
円
墳
と
考
え
た
方
が

妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。

後
円
部
後
方
の
裾
部
に
は
平
坦
面
が
造
ら
れ
、

そ
の
最
大
幅
は
約
七
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
東
側
面
で

は
そ
の
ま
ま
張
り
出
し
と
恩
わ
れ
る
方
形
区
画
に

続
い
て
い
る
。
こ
の
方
形
区
画
の
上
端
幅
は
、
東

西
約
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
十
一
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
後
円
部
は
こ
段
築
成
で
あ
り
、
墳
頂
部
は
乱

ハ
注
十
一
〉

掘
さ
れ
て
お
り
、
ご
く
最
近
の
跡
も
見
ら
れ
た
。

前
方
部
も
や
は
り
二
段
築
成
で
あ
り
、
平
坦
に
、

伸
び
て
先
端
部
で
心
も
ち
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
部
分
に
も
盗
掘
跡
が
見
受
け
ら
れ
た
。
墳
丘
は

自
然
地
形
を
最
大
限
に
利
用
し
て
築
成
し
た
為
、

前
方
部
先
端
の
裾
線
は
墳
正
主
軸
に
斜
交
し
、
右

前
方
隅
は
鋭
角
を
な
し
て
い
る
。
地
表
観
察
で
は

前
面
の
平
坦
地
と
の
聞
に
若
干
の
え
ぐ
り
が
見
ら

れ
る
の
み
で
、
整
良
な
掘
割
り
は
造
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
央
部
よ
り
左
前
方
に

か
け
て
は
段
築
閣
の
平
坦
面
が
あ
る
の
み
で
、
前

述
の
如
く
裾
部
に
は
存
在
し
な
い
。

再
部
分
と
も
墳
正
の
平
野
側
斜
面
に
は
、
径
二
十

五
セ
ン
チ
前
後
の
河
原
石
が
葺
石
と
し
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
埴
輪
片
も
両
方
か
ら
採
集
し
て
い
る
。
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以
上
の
如
く
、
六
呂
瀬
山
古
墳
は
側
面
観
を
最

も
強
調
す
る
形
で
地
形
を
利
用
し
て
お
り
、
全
長

は
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
度
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
両
部
分
の
比
高
差
は
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

が
、
絶
対
高
に
お
い
て
は
約
三
メ
ー
ト
ル
後
円
部

が
高
い
。
乙
れ
は
計
測
値
の
正
確
を
期
し
難
い
事

と
、
墳
正
裾
線
が
傾
斜
し
て
造
ら
れ
て
い
る
事
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

階
塚
は
方
形
の
張
り
出
し
よ
り
掘
割
り
で
も
っ

て
画
さ
れ
、
大
き
さ
は
東
西
約
十
二
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
十
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
で

こ
れ
ま
た
盗
掘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
は
平
野
側
か
ら
で
は
六
呂
瀬
山
古
墳

の
陰
と
な
り
、
ま
た
、
接
し
て
造
ら
れ
て
お
り
陪

塚
で
あ
ろ
う
。
越
前
に
お
い
て
、
他
に
陪
塚
と
考

え
ら
れ
る
(
誇
ぷ
の
古
墳
が
同
様
な
従
的
位
置
で
築

か
れ
て
い
る
事
ゃ
、

ζ

の
二
基
の
み
他
の
古
墳
か

ら
孤
立
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
も
問
題
は
あ
る

ま
い
。遺

物
は
六
呂
瀬
山
古
墳
か
ら
埴
輪
片
を
採
集
し

た
が
、
円
筒
と
形
象
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。
こ

の
他
、
附
近
の
人
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

福
井
市
立
郷
土
博
物
館
蔵
の
埴
輪
鶏
頭
部
も
当
古

割面が 墳
りに、三の
が葺三 1 も
全石号五の
くがは号と
造見や墳考
ららゃにえ
れれ大つら
てたきいれ会
い 。くてる平
な背、は O.c
い面裾今
o ~乙部固

なには
る平省
東坦耐
側面町
はとす
掘斜る

百

以
上
が
六
百
瀬
山
古
墳
の
杭
略
で
あ
る
。
前
方

部
が
さ
ほ
ど
広
が
ら
ぬ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
部

分
の
比
高
差
は
小
さ
く
、
形
象
埴
輸
を
伴
い
、
か

っ
葺
石
に
河
原
石
の
み
を
使
用
し
、
配
石
も
手
繰

城
山
古
墳
の
如
く
背
面
ま
で
及
ん
で
い
な
い
。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
、
そ
の
築
造
時
期
は
手
繰
城
山
古

(
注
十
四
)

墳
よ
り
若
干
後
出
の
も
の
で
、
五
世
紀
へ
入
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

越
前
に
お
け
る
前
半
期
の
古
墳
は
基
本
的
に
は

丘
陵
先
端
よ
り
順
次
築
造
す
る
と
い
う
選
地
方
法

を
踏
襲
し
て
お
り
、
標
高
の
高
低
や
視
界
の
良
否

〔
注
十
五
』

は
即
築
造
順
序
を
反
映
し
て
い
な
い
。
松
岡
の
正

陵
に
お
け
る
選
地
方
法
も
同
様
で
あ
り
、
手
繰
城

山
古
墳
の
時
期
を
四
世
紀
末

t
五
世
紀
初
頭
と
す

る
比
定
は
、
か
な
り
妥
当
性
を
持
つ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
~
よ
っ
て
六
百
瀬
山
古
墳
の
時
期
も
こ
う

推
定
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
六
日
瀬
山
古
墳
の
被
葬
者
は
い
か
な

る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
述
べ
た
如
く
、
乙
の
古
墳
は
丸
岡
古
墳
群

に
属
し
て
お
り
、
当
古
墳
の
被
葬
者
も
、
基
本
的

に
は
九
頭
龍
川
右
岸
の
自
然
堤
防
帯
地
域
を
統
治

し
た
首
長
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今

、
丸
岡
古
墳
群
を
詳
細
に
見
る
な
ら
ば
、
他
に
会

長
約
五
十
五
メ
ー
ト
ル
と
全
長
四
十
四
メ
ー
ト
ル

の
二
基
の
前
方
後
円
墳
と
、
舟
形
石
棺
を
出
土
し

前
方
後
円
墳
か
と
考
え
ら
れ
る
御
野
山
古
墳
が
存

在
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
張
り
出
し

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
円
墳
を
含
め
、
直
径
二
十

I

三
十
メ
ー
ト
ル
級
の
中
形
円
墳
八
基
が
あ
る
が
、

お
お
む
ね
小
古
墳
で
あ
る
。
乙
乙
に
お
い
て
、
六

呂
瀬
山
古
墳
を
継
承
す
る
と
考
え
ら
れ
る
大
形
古

墳
は
見
い
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
丸

岡
古
墳
群
内
で
も
異
例
の
存
在
と
言
え
る
で
あ
ろ

v
円
ノ
。

こ
こ
で
再
度
対
岸
の
手
繰
城
山
古
墳
と
比
較
す

る
な
ら
ば
、
乙
の
二
つ
の
古
墳
が
多
く
の
類
似
点

を
持
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
両
者
と
も
に
九
頭
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龍
川
が
福
井
平
野
に
流
れ
る
出
る
地
点
を
掘
喉
す

る
平
面
的
位
置
を
占
め
、
標
高
百
数
十
メ
ー
ト
ル

余
の
山
上
に
あ
る
。
そ
し
て
、
全
長
は
百
メ
ー
ト

ル
げ
昨
日
品
、
」
く
凌
駕
し
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
傑
出

し
て
い
る
。
ま
た
、
時
期
的
に
も
近
接
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
段
築
・
葺
石
・
埴
輪
・
方
形
の
張

り
出
し
・
陪
塚
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
共
通
点
を
有
す
る
事
は
、

両
墳
の
被
葬
者
が
似
か
よ
っ
た
性
格
を
保
持
し
て

い
た
事
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
ζ

で
手
繰
城
山
古
墳
が
い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い

る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
場
合
、
手
繰
城
山

古
墳
及
び
こ
の
古
墳
が
属
す
る
松
岡
古
墳
群
に
つ

い
て
は
種
々
調
査
が
な
さ
れ
て
い
何
鳴
そ
の
位

置
を
よ
り
明
確
に
す
る
為
、
過
去
の
調
査
を
参
考

に
し
つ
つ
目
を
広
義
の
福
井
平
野
に
広
げ
て
み
た

福
井
平
野
周
辺
に
は
択
の
よ
う
な
主
要
な
古
墳

群
が
分
布
し
て
い
る
。

横
山
古
墳
群
(
竹
田
川
流
域
|
総
数
約
二
百
三

十
基
、
う
ち
前
方
後
円
墳
十
四
基
)

丸
岡
古
墳
群
(
九
頭
龍
川
右
岸
地
域
!
総
数
百

三
基
余
、
前
方
後
円
墳
三
な
い
し
四
基
)

六
呂
瀬
山
古
墳
と
そ
の
階
塚

一一 一一 /¥ 
十御基酒基松
五茸余生余岡
基山、古(、古
余古前墳空前墳
ヰ墳産方(在方群
男群干後足一後(
也()円羽円九
出足墳川墳頭
展羽五右十円龍

川基岸二平}.II
前左)地基る左
方岸域)岸
後地 | 地
方域総域
墳|数 j
五総百総
基数九数
)百十百

乙
の
他
に
平
野
中
央
部
に
足
羽
山
古
墳
群
(
八
幡
山
・

兎
越
山
を
含
め
総
数
九
十
九
基
余
、
前
方
後
円
墳
一
基
)

さ
ら
に
平
野
南
端
部
に
も
ま
と
ま
り
(
鼓
山
古
墳
・
鉾

ケ
崎
古
墳
群
・
安
保
山
古
墳
群
な
ど
)
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
如
く
各
古
墳
群
が
大
河
川
流
域
に
分
布

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
そ
の
統
治
圏
を
ほ
ぼ
知
る
事

の
で
き
る
地
域
集
団
の
首
長
墓
は
、
ほ
ぼ
全
長
三

十

t
五
十
メ
ー
ト
ル
一
級
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、

一
群
内
に
お
け
る
数
は
表
記
の
如
く
五
群
中
三
群

が
三

1
五
基
で
あ
る
。
レ
か
し
な
が
ら
、
横
山
古

墳
群
及
び
御
茸
山
古
墳
群
は
後
半
期
の
も
の
を
含

ん
で
お
り
、
前
半
期
の
み
に
限
っ
て
み
れ
ば
そ
れ

ぞ
れ
三
基
で
あ
る
。
乙
乙
に
お
い
て
、
一
単
位
の

地
域
集
団
首
長
墓
の
平
均
像
を
「
全
長
三
十

t
五

十
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、
古
墳
時
代
前
半

期
に
お
い
て
三

i
四
基
造
ら
れ
て
い
る
」
と
求
め

る
事
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
問
題
と
な
る
松
岡
古
墳
群
に
は

十
二
基
と
い
う
多
く
の
前
半
期
前
方
後
円
墳
が
造

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
手
繰
城
山
古
墳
を
は

じ
め
と
じ
て
、
泰
遠
寺
山
古
墳
(
全
長
約
百
メ

l

《
注
二
十
一
)

ト
ル
、
五
世
紀
中
葉
)
・
二
本
松
山
古
墳
(
全
長

(
注
二
十

-u

約
七
十
六
メ
ー
ト
ル
、
五
世
紀
末
)
な
ど
数
基
の

大
形
前
方
後
円
墳
が
み
ら
れ
、
先
の
平
均
的
な
姿

か
ら
も
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
単
に
墳

正
規
模
の
大
小
の
み
で
な
く
、
外
部
施
設
・
埋
葬

施
設
・
副
葬
品
な
ど
に
お
い
て
も
他
の
前
方
後
四

墳
と
の
聞
に
著
し
い
懸
隔
を
感
じ
さ
せ
る
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
。

古
墳
築
造
が
首
長
権
力
の
直
接
的
表
象
で
あ
る

な
ら
ば
、
乙
れ
ら
一
連
の
大
形
前
方
後
円
墳
の
特

異
性
は
各
地
域
集
団
の
首
長
よ
り
隔
絶
し
た
優
位

(
注
二
十
=
一
v

性
を
保
持
し
て
い
た
事
に
根
ざ
し
て
い
る
と
言
え

る
し
、
同
一
集
団
内
に
お
い
て
も
よ
り
よ
級
の
階

層
性
を
伺
わ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。
乙
の
優
位
性

乙
そ
、
乙
れ
ら
大
形
前
方
後
円
墳
の
被
葬
者
層
が
、

基
本
的
に
は
松
岡
古
墳
群
に
示
さ
れ
る
地
域
集
団

に
属
し
な
が
ら
も
、
よ
り
広
域
の
複
数
の
地
域
集

団
を
統
合
し
た
首
長
層
で
あ
る
事
の
現
わ
れ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
差
異
を
も
っ
グ
ル
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!
日
プ
の
存
在
は
、
当
該
地
域
集
団
内
に
お
け
る
首

長
層
の
一
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
形
成
を
想
定
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
-
。

約
言
す
る
な
ら
ば
、
手
繰
城
山
古
墳
の
も
つ
意

義
も
ま
さ
に
ζ

の
点
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

事
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、
丸
岡
古
墳
群
内
に
異
例

の
大
形
前
方
後
円
墳
を
出
現
さ
せ
た
契
機
で
あ

り
、
}
石
棺
分
布
圏
の
-
拡
張
も
か
か
る
状
況
の
反
映

の
一
一
端
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

(
注
二
十
四
)

今
、
こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
地
域
集
団
の
統
合

を
達
成
し
た
首
長
が
手
繰
城
山
古
墳
の
被
葬
者
で

あ
り
、
そ
の
首
長
層
は
松
岡
の
地
域
集
団
内
よ
り

輩
出
し
た
が
、
あ
る
一
時
期
の
み
丸
岡
の
地
域
集

団
よ
り
折
出
さ
れ
た
。
そ
の
首
長
の
墳
墓
こ
そ
六

呂
瀬
山
古
墳
で
は
な
い
か
と
い
う
予
測
的
見
解
を

も
つ
だ
稿
を
終
え
た
い
。

な
お
前
述
の
如
く
、
第
二
図
は
単
な
る
見
取
図

に
過
ぎ
ず
、
計
測
値
も
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
計
測
に
は
筑
地
文
博
・
高
一
嶋
敬
治
郎

な
ら
び
に
石
川
県
文
化
財
保
護
課
の
湯
尻
修
平
・

梶
幸
夫
の
諸
兄
の
協
力
を
得
た
。

れ
一
九
七
五
・
六
・
二
二
)

(
注
)一

、
福
井
大
学
考
古
学
研
究
会
・
福
井
考
古
学
研

究
会
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

二
、
昨
年
秋
調
査
さ
れ
た
銭
祝
古
墳
群
は
乙
の
一

支
群
で
あ
る
。

三
、
原
目
遺
跡
、
重
立
山
古
墳
群
、
松
岡
古
墳
群

を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
、
福
井
考
古
学
研
究
会
「
原
目
遺
跡
」
福
井
考

古
学
研
究
会
一
九
七
一

五
、
斉
藤
優
「
足
羽
山
の
古
墳
」
福
井
県
郷
土
誌

懇
談
会
一
九
六
O

六
、
福
井
大
学
考
古
学
研
究
会
「
松
岡
三
号
墳
(

手
繰
城
山
古
墳
)
の
調
査
」
松
岡
町
教
育
委

員
会
一
九
七
五

七
、
上
回
三
平
「
六
呂
瀬
山
古
墳
」
『
越
前
及
若

狭
地
方
の
史
蹟
』
コ
一
一
秀
舎
一
九
三
三

F

八
、
当
古
墳
に
も
「
手
繰
り
」
伝
説
が
あ
る
事
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

九
、
何
号
墳
を
指
す
の
か
明
確
で
な
い
憾
が
あ
る

が
、
報
文
は
一
号
墳
の
み
に
触
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
注
七
に
同
じ

十
、
注
六
に
同
じ

十
一
、
凝
灰
岩
の
破
片
が
見
ら
れ
た
が
、
あ
る
い
は

棺
材
で
あ
ろ
う
か
。

十
二
、
既
報
告
の
も
の
で
も
鼓
山
古
墳
・
二
本
松
山

}
・
古
墳
・
手
繰
城
山
古
墳
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。

十
三
、
注
七
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
忍
。
他
の
四
基

か
ら
は
埴
輸
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

十
四
、
注
六
に
同
じ

十
五
、
山
本
氏
指
摘
の
立
地
の
悪
さ
(
?
)
は
、
む

し
ろ
別
な
要
因
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
山
本
昭
治
「
手
繰
城
山
古
墳
に
つ
い

て
」
若
越
郷
土
研
究
一
九
の
二
一
九
七
四

十
六
、
平
面
的
規
模
に
お
い
て
は
六
呂
瀬
山
古
墳
が

優
っ
て
い
る
が
、
立
面
的
に
は
手
繰
城
山
古

墳
(
後
円
部
高
十
九
・
七
メ
ー
ト
ル
、
前
方

部
高
十
五
・
二
メ
ー
ト
ル
)
の
方
が
高
い
。

立
面
的
な
側
面
観
を
強
調
し
て
お
り
、
乙
の

点
か
ら
も
若
干
の
年
代
差
が
伺
え
る
。

十
七
、
斉
藤
優
「
松
岡
古
墳
群
」
『
福
井
県
文
化
財

調
査
報
告
第
八
集
』
福
井
県
教
育
委
員
会

一
九
五
八
福
井
大
学
考
古
学
研
究
会

「
松
岡
町
古
墳
分
布
調
査
報
告
書
」
松
岡
町

教
育
委
員
会
一
九
七
二

十
八
、
永
平
寺
町
内
に
存
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
は

南
洋
一
郎
氏
よ
り
教
示
を
得
た
。

十
九
、
福
井
大
学
考
古
学
研
究
会
「
福
井
市
酒
生
地

域
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
分
希
調
査
報
告
」

一
九
七
四
二
十
一
基
追
加
。

二
十
、
う
ち
後
半
期
の
ご
基
に
つ
い
て
は
大
方
の
承
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認
を
得
て
い
な
い
。
一
九
七
四
年
踏
査
分
。

二
十
て
注
十
七
文
献
に
同
じ
。

二
十
二
、
墳
丘
背
面
を
「
手
抜
き
工
事
」
し
た
例
で
あ

り
、
後
円
部
と
陪
塚
の
測
図
で
は
円
墳
説
の

根
暑
と
な
り
得
な
い
。
注
十
五
文
献
に
同
じ

二
十
三
、
各
地
の
前
半
期
大
形
墳
の
存
在
を
県
主
制
と

の
か
ら
み
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
考
え
方
も

あ
る
。

三
十
四
、
高
堀
・
吉
岡
両
氏
は
石
棺
の
分
布
か
ら
統
治

圏
の
拡
張
を
五
世
紀
中
葉
以
降
に
求
め
て
い

る
。
高
堀
勝
喜
・
吉
岡
康
暢
「
古
墳
分
布
の

拡
大
と
発
展
」
『
日
本
の
考
古
学
町
北
陸
』

河
出
書
一
房
新
社
一
九
六
六
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